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１　目　的
　　農業分野へ新規参入する障害者就労施設等や既に参入している障害者就労施設等が農福連携について，理解や認識を深めるとともに農業法人等との意見・情報交換を実施することにより，更なる農福連携の推進に資する。

２　主　催
   鹿児島県（運営事務局：一般社団法人かごしま障害者共同受注センター）

３　日　時
　　令和5年11月10日（金）　午前11時～午後3時

４　場　所
社会福祉法人愛生会　障害者支援施設あいのさと
住所：曽於郡大崎町菱田３５９６

５　内　容
（1） 現地視察研修（午前１１時～午前１１時５０分）
竹炭パウダーを使用した圃場を視察します。
（2） 室内研修（午後１時～午後３時）
1、 講演　（午後１時～午後２時）
講演内容　竹炭パウダーによる農福・竹福連携の実践について
講師　慶応義塾大学玉村研究室　田中　力氏
令和4年4月から大崎町地域おこし研究員として着任され，高齢者や障がい者の就労意欲を引き出し，社会参加と生きがい作りの場をつくりたいという思いで町内の障害者支援施設２箇所，地域住民（宮園自治公民館），食品加工事業者（干し芋製造），大崎町社会福祉協議会，慶應義塾大学，大崎町役場の連携体制を構築されました。

2、 障害者施設と農業法人との意見交換会（午後２時１０分～午後３時）

６　行　程
　　午前９時（バス乗車）　　県社会福祉センター発
　　午前１１時～午前１１時５０分　　障害者支援施設あいのさと視察研修（大崎町）
　　正午～午後１２時５０分　　昼食（あいのさと体育館）
　　午後１時～午後２時　　講演（田中　力氏）
　　午後２時１０分～午後３時　　障がい者就労施設と農業法人との意見交換会
　　午後３時２０分（バス乗車）　 障害者支援施設あいのさと出発
　　午後５時　　県社会福祉センター着
　

７　募集定員
　　５０名程度（定員を越える場合は，新規参入施設と農業法人を優先します。）

８　参集範囲
　　県内障がい者就労施設及び農業法人，県農業農村振興協会，県農業会議，県農業法人協会，JA鹿児島県中央会等
　　
９　その他
（1） 当研修会は，原則としてバスで移動しますので，乗車10分前には県社会福祉センターに集合して下さい。
（2） バスの乗車人数の関係から，バスの移動を希望される方については，乗車定員（35名）になり次第締め切ります。
現地に直接行かれる方は参加申込書に記載をお願いします。
（3） 参加費は無料ですが，昼食の弁当を希望される場合は，料金が６００円必要です。（当日運営事務局が集金します。）
